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　　 Abstract ： During 　the　years 　1978　to　1992，37　larvae　and 　59　nyrnphs 　of 　lxodes　nip −

ponensis　and 　seven 　larvae　of　lxodespersulcatus　were 　collected 　from　34　of　the　smal1 　rep −

tile
，　Takydromus 　tach），dromoides　captured 　in　the　northeastern 　part　of　Honshu ，　Japan．

The 　cases 　of 　immature 　L　nipPonensis 　fed　on 　reptile 　were 　recorded 　in　AQmori，　Akita，
Iwate，　 Miyagi 　 and 　 Fukushima 　Prefectures．　 In　 a 　 case 　 in　 Aomori　 Prefecture，　 five
larval　and 　one 　nymphal 　L　 nipponensis 　mingled 　with 　seven 　larval　L　persulcatus　on

the　same 　host．　 The 　engorged 　larvae　of 　1．　persulcatus　detached　from　the　host　in　this
case 　molted 　to　nymphs 　successfully ．

　 カ ナ ヘ ビ Takydromus 　tachydromoides （Schlegel）

は，わ が 国 の 山野 に ご く普通 の 小型爬虫類 で あ る．わ れ

わ れ は， 青森 ・秋田両県 か ら見 い だ したタ ネガ タ マ ダニ

Ixodes　niPPonensis 　Kitaoka 　et 　Saito 幼 ・若虫 の カ ナ ヘ

ビ寄生 例 を 初 め て の 知見 と して 報告 し た が （Fujita　and

Takada，1978｝，こ れ に 先立 っ ，茨城県 に お け る竹中

（1975）の 報告 が あ る こ とを知 っ た．そ の 後 ， 福岡県

（米 田，1981），宮城県 （大竹 ら，1982 ） お よ び埼玉県

（藤本 ら， 1986）か らの 報告 が 続 き，現在 で は わが国の

広い 地域に お い て カ ナ ヘ ビ が タ ネ ガ タ マ ダ ニ 幼 ・ 若 虫の

宿 主 と な って い る こ とが わ か っ て い る．本報で は，わ れ

わ れ の 報告 （Fujita　and 　Takada ，1978）以 降に 1992 年

まで に 東北地方 に お い て ，カ ナ ヘ ビ に遭遇 した機会に検

査 し得た タ ネ ガ タマ ダ ニ 寄生例 の 断片的 な記録を ま と め

た が，シ ュ ル ッ ェ マ ダ ニ lxedes　Persulcatus　Schulze
の カ ナ ヘ ビ 寄生例 に っ い て も，わ れ わ れ が時期や地点の

記載 を 欠 い て 報告 して い た 例 （藤 田 ・ 高田，1982） を

改 め て 明示す る こ と と した．

　 カ ナ ヘ ビ を 捕獲 ・検査 した地点 は青森県 の 蘊野 沢 村滝

山， 西目屋 村，弘前市立構山お よ び碇 ケ関村オ サ カ リ

沢，秋 田 県大館市長走，岩手県北上市立花 ， 宮城県七 ケ

宿 町稲子，福 島県 の 福 島市大作 山 と 川 俣町仲 ノ 内 の
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Table　1．　 Immature 　lxodes　 niPPonensis 　 and 　L　persutcatus　 ticks　found 　 on 　the 　 small 　 reptile ，　Takydro ηnus

　tachydromoides ，　in　the　northeastern 　part　of 　Honshu，　Japan，1978 −1992 ．

　 　 No ，　ticks
Larva 　 　 　 Nymph

　 　 　 No ．　hosts

parasitized／examined
Locality Date

ixodes　nipponensis
　 in　Aomori 　Prefecture

31FO4　

1

9131

22

in　Akita　Prefecture2

in　Iwate　Prefecture

11

1

21

in　Miyagi 　Prefecture

　 　 　 　 　 　 　 1
in　Fukushima 　Prefecture

RV7

−

nj

ρ
02

ウ臼
9臼

　

1

Jxedes　Persulca彦us
　 in　Aomori 　Prefecture
　 　 7　 　 　 　 　 　

一

3〆4Adults
1／1Adult

1／1Adult ＊

1／3Adults
2／2Adults
1／1Adult

2／2Adults

講Xl糖 ｝

1錦 糲 ｝
1／lAdult

1／1Adult

彭IX謙 s

｝
1／1Adult

l／1Adult

2／3Adults

1／lAdult ＊

Takiyama ，　Wakinosawa
Takiyama ，　Wakinosawa
Nishimeya
Mt，　Tatekamae ，　Hirosaki
Mt，　Tatekamae，　Hirosaki
Osakarisawa，　Ikarigaseki

Nagahashiri ，　Oodate

Tachibana ，　Kitakami

Tachibana，　Kitakami

Tachibana ，　Kitakami

Inago．　Shichigashuku

Mt ，　Oosaku ，　Fukushima

Mt ．　Oosaku，　Fukushima
Mt．　Oosaku，　Fukushima
Nakanouchi，　Kawamata

Nishimeya

4．　 V ．　 1978

9．　 V ．　 1978

12．VI．　 1978

23．　X ．　 1978

3．　V ．　 1979
9．　V ．　 1982

14．VIIL　 1978

29．IV．1978

30．IV．1978

27．　 V．　 1979

27．　 V．　 1984

3．　 V．　 1985

24．　 V ．　 1990

25．IV．1992

5，　 V ，　 1991

12．VL 　1978

＊
： Same 　individual．

9 ヶ 所 で，捕獲回数 は 1 地点当 り 1〜3 回，合計 15 回，

捕獲時期 は 4 月 が 3 回，5 月 が g 回，6 月，8 月 お よ び

10月が各 1 回 で あ る （Table　1）．捕獲 した カ ナ ヘ ビ は ，

小型 で 体色の 黒 っ ぽ い 個体を幼体，大型 で 褐色の 個体を

成体 と み な し た が，性別 は 区別 しなか っ た．

　カ ナ ヘ ビ 体上 か らの マ ダ ニ 採集 は，捕獲現場で 肉眼 的

に ピ ン セ ッ トで 摘出す る方法 に よ っ た が，一部の マ ダニ

寄生個体は研究室 に 持 ち帰 り，水 と小昆 虫 （お もに ア ブ

ラ ム シ 類）を餌 として 与 え て マ ダ ニ の 飽血 ・離脱 ま で 飼

育した，マ ダニ 採集後 の カ ナ ヘ ビは捕獲地点あ る い はそ

れ に 近 い 場所に放逐 した．

　捕獲 した カ ナ ヘ ビ は 幼体 5 頭 と 成体 29 頭 の 合計 34

頭 で ，こ の う ち タ ネ ガ タ マ ダ ニ は幼体 3頭 と成体 22 頭

に ，
シ ；ル ツ ェ マ ダニ は 成体 1 頭 に そ れ ぞ れ 認 め られ

た，

　タ ネ ガ タ マ ダ ニ は，カ ナ ヘ ビ幼体 か ら は幼虫 1個体

と 若虫 4 個体 お よ び 成体 か ら は 幼虫 36 個 体 と若 虫 55

個体 の 合計 96 個体 が 採集 さ れ た （Table　l｝．幼体 の 捕

獲数 が 少 な い の で ，幼体 と成体間で の 寄生頻度 の 差 は明

ら か で は な い が，成体の ほ うに 寄生数 が 多 い 傾向が うか

が われ た．幼 ・成体 カ ナ ヘ ビを 合計 した 場合 の 平均寄生

数は幼虫 1．09，若虫 1．74 で あ っ た が ， 個別に は 多数寄

生 例 も見 ら れ ，と くに 青森県 の 成体 1頭 か ら の 幼虫 ll

個体 と若虫 13 個体 （1978年 5 月 9 日），あ る い は 福島

県 の 成体 3頭 か ら の 幼虫 5個体と若虫 16 個体 （1985

年 5 月 3 日） が 顕著な寄生例 で あ っ た．季節消長 に っ

い て は，春 の 調査 に 偏 っ て い た た め に 検討 で き な か っ

た．

　藤本 ら （1987＞と Fujita　and 　Takada （1978 ｝の 場合

と 同様 に，今回 も タ ネ ガ タ マ ダ ニ 幼虫 が 4 月 と 5 月 に

す で に カ ナ ヘ ビ に 見い だ され た．本種幼虫の 孵化 に 始 ま

る 植生上 へ の 出現 は 6月以降 と言われ る こ とか ら （藤

本ら，1987），こ れ ら は前年 に孵化 した 越冬個体と考え

られ る．

　藤本 ら （1986 ）と Fujita　and 　Takada （1978＞は ，
カ

ナ ヘ ビ に お け る タネ ガ タ マ ダニ の 寄生頻度が，同地域 の
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野生小型哺乳類 に みられる頻度をか な り上回 っ て い るこ

とか ら， こ の 種 の 幼 ・ 若虫が 小型 爬虫類カ ナ ヘ ビ に 大 き

く依存 して い る こ と を 示 唆 した，そ して ，藤本 ・山 ロ

（1987）は，こ の 強 い 宿主依存性を タ ネガ タ マ ダ＝ の 分

布に 影響をお よ ぼ す
一
要因と して 指摘した ．同じ環境に

他 の 数種類 の マ ダ ニ が 生息 し て い る 場合 で も，後述 の

シ ュ ル ツ ェ マ ダニ は例外 として，こ れらの 種類 が カ ナ ヘ

ビ に は ま っ た く寄生 して い な い 事実は興味深 い．な お ，

以前に カ ナ ヘ ビ か ら ア サ ヌ マ マ ダ ニ Ixodes　asanumai

Kitaoka の 寄生 が報告さ れ た こ と も あ っ た が （Kitaoka，
1973 ）， こ れ は そ の 後t オ カ ダ ト カ tr

“
　Eumeces 　 okadae

Stejneger寄生 の もの と訂正 さ れ た （Hayashi　and 　Hase−

gawa ，1983）．

　 シ ＝ル ッ ェマ ダ ニ の 寄生例 は，青森県西目屋村 で 捕獲

し た成体 1頭に幼虫 7 個体が 見 い だ さ れ た もの で ， こ

の 1 頭に は同時に タ ネ ガ タ マ ダ ニ の 幼虫 5 個体と若虫 1

個体が寄生 して い た （Table　1）．東北地方の と くに 北部

地域にお い て は ， カ ナ ヘ ビの 分布 す る よ うな 低山帯に も

シ ュ ル ツ ェ マ ダ ニ の 分布す る 場合 が あ り （高田 ・藤 田，

1978 ），カ ナ ヘ ビ と シ ＝ ル ッ ェ マ ダニ の 接触 の 機会 は 多

い と推測 されるもの の，本種 の 寄生例 は こ の 1 例 の み

で あ っ た．こ の カ ナ ヘ ビ個体 の 捕獲当 日 に 飽血 ・離脱 し

た シ ュ ル ツ ェ マ ダニ 幼虫 2 個体を湿度約 100％RH
， 室

温 で 飼育を続けたと こ ろ，ほ ぼ 1 ヶ 月後 の 7 月 12 日 と

14 日 に そ れ ぞ れ 若虫 に 脱皮 した．

　ちな み に，シ ュ ル ッ ェ マ ダ ニ 若虫 とキ チ マ ダニ Hae −

maPhysatis 　fiava　Neumann 若虫を カ ナ ヘ ビ に 実験的 に

寄生 さ せ よ う とす る と，カ ナ ヘ ビ は 虫体 を 口 に くわ え，

飼育容器 に擦 りつ けて 損傷 させ，吐き捨 て る行動をと っ

た た め に，寄 生 が 成 立 しな か っ た （藤 田 ・高 田，

1982）．こ れ に対 して，タ ネ ガ タマ ダ ニ 若 虫 の 場合 に は

こ の よ う な 攻撃行動は 見 ら れ ず に寄生 は成功 し た （藤

田，未発表）．もち ろ ん，こ の よ う な観察例 は未だ少な

い の で あ るが，タ ネ ガ タマ ダニ の カ ナ ヘ ビ へ の宿主特異

性で は ， こ の よ うな 攻撃行動の 有無 が 関係 して い ると も

み られ ， 今回 の シ ュル ツ ェマ ダ ニ 寄生 例 は，タ ネ ガ タ マ

ダ ニ との 同時寄生 に よ っ て，カ ナ ヘ ビ の 攻 撃 が 回避 さ れ

た 偶発例で あ っ た かも知れない ．

　タ ネ ガ タ マ ダ ニ 幼 ・若虫 が 爬虫類の カ ナ ヘ ビ に 偏性

寄生す る事実 は，本種 が ラ イ ム 病 ボ レ リ ア の 保菌 マ ダ

125

二 種 を多 く含 む lxodes　ricinus　complex （Snow　and

Arthur ，1970 ）に 属 しな が ら ， 本種 か らは 当該 ボ レ リア

が 分離 さ れ な い こ と （例 え ば Miyamoto 　et　al．， 1992）
と何 らか の 関係があ るか も知れず，疫学的 に もひ とっ の

興味が もた れ る．
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